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▼
安
倍
首
相
は
憲

法
の
条
文
そ
の
も

の
を
変
え
る
明
文

改
憲
で
も
、
解
釈

を
変
更
す
る
解
釈

改
憲
で
も
、
い
っ

そ
う
露
骨
に
改
憲

策
動
を
繰
り
返
し

て
い
る
。
秘
密
保
護
法
の
制

定
、
安
保
法
制
＝
戦
争
法
の

制
定
、
共
謀
罪
法
の
制
定
な

ど
の
違
憲
立
法
を
繰
り
返
し
、

戦
争
放
棄
、
戦
力
不
保
持
、

交
戦
権
の
否
認
を
定
め
た
９

条
に
手
を
加
え
、
戦
争
法
の

下
で
の
自
衛
隊
を
憲
法
に
書

き
込
む
と
い
う
改
憲
を
行
い
、

２
０
２
０
年
に
施
行
す
る
と

言
い
出
し
、
改
憲
へ
の
執
念

は
異
常
な
も
の
だ
。
し
か
し
、

国
民
は
改
憲
を
求
め
て
い
ず
、

世
論
調
査
で
も「
急
ぐ
必
要

は
な
い
」
が
多
数
を
占
め
、

改
憲
強
行
で
国
民
と
の
矛
盾

激
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
今

こ
そ
、
国
会
で
の
改
憲
発
議

を
阻
止
す
る
世
論
と
運
動
を

広
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
安

倍
政
権
に
よ
る
９
条
改
憲
を

許
さ
ず
憲
法
を
生
か
そ
う
と
、

「
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」３

０
０
０
万
人
署
名
を
大
き
く

広
げ
よ
う
。 

（K）

戦
争
す
る
国
に
し
な
い
！

戦
争
す
る
国
に
し
な
い
！

　

十
勝
勤
医
協
で
は
憲
法
を

　

十
勝
勤
医
協
で
は
憲
法
を

守
る
立
場
で
、
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ

ョ
ン
の
運
動
に
呼
応
し
、「
憲

法
を
生
か
す
全
国
統
一
署
名
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
一

切
の
戦
争
政
策
に
反
対
す
る
」

と
い
う
民
医
連
綱
領
の
立
場

か
ら
、
今
の
憲
法
改
定
の
動

き
を
見
過
ご
す
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。

　

総
選
挙
後
の
各
種
世
論
調

査
で
は
、「
９
条
に
自
衛
隊
を

明
記
」に
反
対
す
る
人
は
依

然
と
し
て
半
数
以
上
に
達
し
、

賛
成
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
が
力
を
つ
く

し
て「
９
条
改
憲
」反
対
の
世

論
を
さ
ら
に
強
く
大
き
な
も

の
に
す
る
な
ら
、
９
条
改
悪

の
発
議
を
さ
せ
な
い
こ
と
は

十
分
に
可
能
で
す
。

　

安
保
法
制
の
施
行
に
よ
り

今
の
自
衛
隊
は
か
つ
て
の
自

衛
隊
と
明
ら
か
に
違
い
ま
す
。

自
衛
隊
の
存
在
が
憲
法
に
明

記
さ
れ
れ
ば
、
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
や
国
際
紛
争
へ
の

武
力
介
入
な
ど
、
自
衛
隊
が

海
外
で
戦
争
し
、
殺
し
殺
さ

れ
る
こ
と
が
憲
法
で
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

９
条
は
、
１
項
も
２
項
も

効
力
を
失
い
、
日
本
は「
い

つ
で
も
戦
争
す
る
国
」に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
、
自
民
党
の

憲
法
改
正
推
進
本
部
は
現

行
９
条
と
は
別
立
て
の「
９

条
の
２
」を
新
設
す
る
と

し
て
憲
法
改
定
に
向
け
て

本
格
的
に
動
き
始
め
ま
し

た
。
も
う
時
間
が
あ
り
ま

せ
ん
。
友
の
会
の
皆
さ
ま
、

お
近
く
の
友
の
会
の
世
話
人

さ
ん
や
、
帯
広
病
院
な
ど
十

勝
勤
医
協
の
全
事
業
所
で「
憲

法
を
生
か
す
全
国
統
一
署
名
」

は
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

是
非
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

管
内
１
６
５
の
医
療

機
関
に
向
け
て
署
名

を
依
頼
！

　

帯
広
病
院
で
は
、
十
勝
管

内
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
医
療
機

関
に
対
し
、
院
長
の
訴
え
文
、

学
習
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
を
同
封
し
署
名

依
頼
を
行
っ
て
い

ま
す
。
診
察
室
で

の
医
師
か
ら
の
署

名
依
頼
や
、
職
員

か
ら
知
人
、
友
人

な
ど
を
紹
介
し
て

も
ら
い
、
返
信
用

封
筒
付
き
で
署
名

を
送
付
す
る「
紹

介
カ
ー
ド
」の
取

り
組
み
も
少
し
ず

つ
広
が
っ
て
い
ま

す
。
待
合
室
で
は
学
習
用
の

動
画
を
上
映
す
る
な
ど
、
多

く
の
人
に
改
憲
の
危
険
性
を

訴
え
る
取
り
組
み
を
続
け
て

い
ま
す
。

９
条
改
憲
を
止
め
る
！

９
条
改
憲
を
止
め
る
！

３
０
０
０

３
０
０
０
人人万万

の
声
を
集
め
よ
う
！

の
声
を
集
め
よ
う
！

　　　　　　先生御机下

　日々の診療では大変お世話になっております。本来なら直接お願いに伺うべきところで

すが、御多忙と考え、お手紙にて失礼させていただきました。

　ＴＶ、新聞報道などで御存知のことと思いますが、昨年５月３日、安倍首相は突然「新

たに憲法９条に自衛隊の存在を書きこむ」「2020年に新憲法施行をめざす」と述べ、今、改

憲への動きが急速に強まっています。「災害時などに、自衛隊は本当によく働いてくれてい

るので、憲法の条文に載せるのはかまわないのではないか」という意見がよく聞かれます。

しかし、現在の自衛隊は、2014年７月の集団的自衛権の限定的行使の容認と 2015年９月

安保法制（戦争法）の制定により、その性格が以前とは大きく異なってきています。さらに、

2015年４月の日米ガイドラインの改定では、朝鮮半島有事の際には、日本と韓国がその

防衛に当たり、米軍は参加しないことになっている事を私は知りませんでした。

　今、安倍首相が目指すとおりに、９条に自衛隊が加憲されれば 、後に成立した法律が

優越する「後方優先の原則」により、９条２項が死（空）文化し、海外での武力行使が無制限

になり、日本は、戦争ができる国、する国に豹変します。また、同時に有事として 、「緊

急事態」が宣言されれば、基本的人権は否定され、医療など社会保障は戦争遂行のために

必要な枠組みに再編されることになります。

　私は思想、信条を超えて、人の命と健康を毎日必死になって守っている医療人として、

愛する家族を持つ身として、さらに未来に責任のある現在に生きる日本人として、この安

倍首相のねらう９条改憲に断固反対します。

　この「憲法改正」は、衆議院３分の２以上の賛成で可決、発議され、その後２～６ヶ月以

内に国民投票が行われ、その過半数の賛成で承認という手続きになります。この国民投票

は、あるジャーナリストは、来年夏の参議院選の時に同時行われるのではないかと推測し

ています。あまり、時間がありません。昨年総選挙の結果、現在、いわゆる「改憲勢力」は

８割を占めていますから、国会に提出されてしまえば賛成多数で可決され、国民投票が施

行されることになります。現在の「国民投票法」は、第一次安倍政権の時に、重大な問題が

あるにもかかわらず、多くの国民の反対を押し切って強行されたものです。選挙の運動費

用などに制限がなく、最低投票率が未定などの問題点があり、より金がある方が圧倒的に

有利となり、また、有権者の５割程度の投票率だった場合には、有権者全体の３割程度の

賛成で憲法が「改正」されてしまう事になります。これを阻止する為には、この９条改悪の

危険性をひとりでも多くの有権者に知らせていくことが必要だと思い、この署名活動に取

り組んでいます。

　私は、患者さん達にも、診療の合間をぬって署名をお願いしていますが、先生個人を含

め、可能な限り署名に御協力いただければ本望です。貴重な時間をさいて、最後までお読

みいただきありがとうございました。署名の目標は日本全体で3000万、期日は今年５月

３日となっておりますので、合わせてよろしくお願い申し上げます。   

　2018年３月 十勝勤医協帯広病院　　　　

 院長　深町　知博　　

診察室で患者さんに訴える深町院長



シリーズ

がが
ああぶぶなないい

戦争を語り継ごう

◆
開
所
式
の
様
子

　

３
月
１
日（
木
）新
し
い
在
宅
介
護
総
合

セ
ン
タ
ー
白
樺
が
無
事
オ
ー
プ
ン
。
ス
タ

ー
ト
を
記
念
し
て
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
職
員
24
名
、
友
の
会
22
名
、

宮
坂
建
設
工
業
様
８
名
、
計

54
名
が
参
加
。
深
町
理
事
長

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
山
本
友

の
会
会
長
か
ら
の
祝
辞
、
続

い
て
理
事
長
か
ら
建
築
工
事

で
尽
力
い
た
だ
い
た
宮
坂
建

設
工
業
様
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
、

返
戻
と
し
て
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。
最
後
に
片
桐
セ
ン
タ

ー
長
の
謝
辞
の
後
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
の
施
設
見
学
で
は
、
友

の
会
20
名
、
職
員
５
名
が
参

加
し
、
居
室
、
浴
室
、
洗
濯
室
、

食
堂
、
新
し
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
の
か
を

見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
利
用
者
さ
ん
の
様
子

　

オ
ー
プ
ン
初
日
、

大
雪
の
な
か
９
名
の

方
が
入
居
さ
れ
ま
し
た
。

思
い
思
い
に
家
具
な

ど
を
配
置
し
て
新
生

活
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
訪
看
、
ヘ
ル
パ
ー
、

デ
イ
、
ケ
ア
マ
ネ
も

初
日
か
ら
稼
働
を
開
始
。

環
境
の
変
化
で
戸
惑

わ
れ
て
い
る
利
用
者

さ
ん
も
い
ま
し
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
関
わ
り
や
、

他
の
入
居
者
さ
ん
の

励
ま
し
も
あ
り
、
徐
々

に
落
ち
着
か
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
３
月

中
は
30
名
の
方
が
順
次
お
引
越
し
さ
れ
て

く
る
予
定
。
４
月
も
５
名
の
方
の
予
定
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

◆
利
用
者
さ
ん
、
入
居
者
さ
ん
を
ご
紹
介

　

く
だ
さ
い

　

オ
ー
プ
ン
以
降
、
多
数
の
見
学
希
望
、

問
合
せ
を
頂
い
て
い
ま
す
。
入
居
後
に
、

新
し
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方

も
増
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
在
宅
介

護
の
利
用
者
さ
ん
、
高
齢
者
住
宅
ほ
の
ぼ

の
の
入
居
者
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
相
談
、
ご
紹
介
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

電
話

：

０
１
５
５-

４
１-

１
１
６
７

担
当

：

片
桐
・
宮
田
・
高
橋

※
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

戦
争
の
基
本
は
殺
し
合
い
で
す
。

　

私
の
高
等
学
校
一
年
生
の
英
語
の

授
業
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ビ
ン
ク
・

ク
ロ
ー
ス
ビ
ー
の「
ホ
ワ
イ
ト
・
ク

リ
ス
マ
ス
」の
レ
コ
ー
ド
を
流
し
歌

っ
た
。
そ
の
英
語
の
授
業
で
、
時
折

戦
争
中
の
体
験
を
語
ら
れ
た
Ｎ
先
生

の
言
葉
が
私
の
脳
裏
か
ら
離
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
学
徒
動
員
で
学
業
半
ば
で

大
陸
へ
出
兵
。
終
戦
後
シ
ベ
リ
ア
の

捕
虜
収
容
所
へ
送
ら
れ
た
。
来
る
日

も
来
る
日
も
寒
さ
と
空
腹
の
日
々
。

　

そ
の
収
容
所
長
が「
源
氏
物
語
」を

露
西
亜
語
に
訳
せ
る
も
の
は
い
な
い

か
と
。
思
わ
ず
挙
手
し
、
露
西
亜
語

は
出
来
な
か
っ
た
が
日
本
版
の
源
氏

物
語
を
英
訳
し
、
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
の

露
訳
作
業
に
悪
戦
苦
闘
。
そ
れ
か
ら

野
外
の
作
業
が
何
と
か
免
除
さ
れ
た
。

　

日
々
の
固
い
黒
パ
ン
と
冷
め
た
ス

ー
プ
で
命
を
繋
い
だ
。
同
室
の
仲
間

は
飢
え
と
寒
さ
で
凍
死
。
そ
ん
な
時

ビ
ン
ク
・
ク
ロ
ー
ス
ビ
ー
の「
ホ
ワ

イ
ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
」を
口
ず
さ
ん
だ
。

大
粒
の
涙
が
頬
を
伝
い
、
収
容
所
長

の
唇
が
微
か
に
動
い
た
。

　

シ
ベ
リ
ア
か
ら
無
事
帰
還
し
、
結

核
療
養
所
か
ら
大
学
へ
復
学
。「
君
た

ち
、
学
問
は
生
き
る
力
だ
」
と
。
そ

の
言
葉
が
私
の
心
に
深
く
染
み
込
ん

だ
。
語
り
継
ご
う
と
ペ
ン
を
執
っ
た
。

私
が
新
卒
で
赴
任
し
た
学
校
の
南
側

に
引
き
揚
げ
者
住
宅
が
並
ん
で
い
た
。

そ
こ
か
ら
通
学
し
て
い
た
私
の
ク
ラ

ス
の
男
の
子
が
、
私
の
出
勤
を
待
っ

て
い
た
。
と
て
も
優
秀
な
生
徒
で
す
。

「
先
生
、
こ
こ
教
え
て
く
だ
さ
い
」、

「
ど
れ
ど
れ
」と
そ
の
生
徒
に
教
え
る

の
が
日
課
と
な
っ
て
い
た
。

　

当
時
は
給
食
費
の
未
納
者
は
担
任

が
集
金
す
る
の
で
、
何
ら
の
疑
問
も

持
た
な
い
私
は
、
家
庭
訪
問
な
ど
を

し
て
い
た
。
数
日
後
、
彼
は
欠
席
。

放
課
後
に
家
を
訪
れ
た
ら
部
屋
が
空

で
あ
っ
た
。
隣
人
に
よ
る
と
引
越
し

を
し
た
と
…
。
空
室
の
中
で
私
は
と

て
も
胸
が
痛
ん
だ
…
。
前
川
喜
平
氏

（
元
文
部
政
務
次
官
）の
過
日
の
講
演

か
ら『
多
様
性
の
教
育
』憲
法
26
条「
教

育
は
こ
れ
を
無
償
と
す
」

　

憲
法
発
布
70
余
年
。
給
食
費
す
ら

無
償
で
な
い
。
日
本
政
府
は
違
憲
で

あ
る
。
ま
し
て
憲
法
改
正
を
唱
え
て

い
る
が
そ
の
資
質
は
欠
け
る
。
給
食

費
の
未
納
も
粗
悪
な
引
き
揚
げ
者
住

宅
に
居
住
す
る
の
も
決
し
て
本
人
の

責
任
で
は
な
い
。
先
の
大
戦
の
犠
牲

者
な
の
で
あ
る
。
日
本
国
民
と
し
て

「
九
条
」を
死
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
【
柏
友
の
会　

田
口
裕
子
】

　

Ａ
氏
は
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
に

入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
宅
に
帰
っ
て

き
た
と
き
は
、
訪
問
看
護
・
帯
広

病
院
の
訪
問
診
療
を
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
お
尻
に
褥
瘡
も
あ
り
、

帯
広
病
院
に
入
院
歴

も
あ
り
ま
す
。
デ
イ

ケ
ア
利
用
中
に
ト
イ

レ
介
助
し
た
と
こ
ろ
、

娘
さ
ん
か
ら
「
元
気
に

な
る
の
は
嬉
し
い
こ

と
だ
が
、
家
で
は
な

に
も
し
て
あ
げ
ら
れ

な
い
の
で
ト
イ
レ
に

座
ら
せ
て
ほ
し
く
な

い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

入
所
中
の
リ
ハ
ビ
リ
で
も
同
様
に

「
1
人
で
動
い
て
し
ま
う
の
で
歩

く
練
習
は
し
な
い
で
ほ
し
い
」と

い
わ
れ
各
関
係
部
署
で
、
ジ
レ
ン

マ
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

娘
さ
ん
は
、
仕
事
を
し
な
が
ら

の
介
護
生
活
で
持
病
の
腰
痛
も
あ

り
、
数
年
で
体
重
が
10
㎏
も
増
え

て
し
ま
っ
た
Ａ
氏
の
介
護
は
大
変

な
状
況
で
し
た
。
今
回
は
医
療
倫

理
と
い
う
テ
ー
マ
で
討
議
し
よ
う

と
行
わ
れ
た
交
流
集
会
で
し
た
が
、

老
健
、
デ
イ
ケ
ア
、
外

来
、
病
棟
、
リ
ハ
ビ
リ
、

な
ど
か
ら
、
積
極
的
に

リ
ハ
ビ
リ
を
す
す
め
た

い
の
に
悩
む
場
面
が
あ

る
と
い
っ
た
率
直
な
意

見
や
娘
さ
ん
が
抱
え
る

介
護
の
苦
労
な
ど
の
情

報
交
換
が
で
き
、
悩
み

の
共
有
が
で
き
有
意
義

な
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。
答
え
は
で
な
い
け
れ
ど
、
患

者
さ
ん
、
家
族
が
抱
え
て
い
る
状

況
を
理
解
し
寄
り
添
う
姿
勢
が
大

事
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

  【
帯
広
病
院
外
来
看
護
師　

田
中
里
美
】

医療・介護
の現場から

シリーズ87

「在宅介護総合センター白樺」「在宅介護総合センター白樺」
がオープンがオープン
高齢者住宅ほのぼのの、
入居者さんを募集しています

病棟介護士さん急募
ヘルパー又は介護福祉士

勤務時間：応相談 まずはご連絡ください。　　　　　　
連 絡 先：0155-21-4111（十勝勤医協帯広病院 渡辺）
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◆地域包括ケア病床
　帯広病院で昨年７月より開設された地域包括ケア病床について、２

回に分けてお話します。

◆地域包括ケア病床とは
〇急性期の治療が終了した方で、在宅に戻っての生活に不安がある患

者様や、施設への退院がすぐにできない患者様のために、安心して

退院して頂けるよう支援します。

〇在宅復帰への支援を、医師、看護師、リハビリスタッフや医療相談

員が協力して行います。患者様がスムーズに在宅や施設への退院が

できるよう、準備を整える病床です。

◆たとえば…
◎入院している病院で治療が終わり、退院が迫っている。しかし一人
暮らしで帰るには少し不安がある。
→当院の地域包括ケア病床に転院、一人暮らしを再開するために、

医療相談員が担当ケアマネージャーと連絡を取り合い、在宅介護

サービスを整えて、自宅に帰る。

◎施設で暮らしているが、体調不良が続いている。安静にしていたら、
体力が落ちてしまった。
→当院の一般病床に入院し、検査、治療を行う。地域包括ケア病床

に転床し、リハビリをして体力を戻してから施設に戻る。

◎病気により今までのような在宅での生活が困難になった。
→入院中に介護認定を受ける。地域包括ケア病床に転床し、相談員

の援助のもと、家族とも話し合い、サービス付きの高齢者住宅に

入居し、住み慣れた地域に居続けることができる。

◆留意点
　※入院期間は、保険診療で規定され

ており、最大60日までです。

　※「地域包括ケア病床」「一般病床」へ

の入院・転床は、 主治医が判断し患者

様やご家族様にご提案させて頂きます。

　2017年７月より６床で開設した地域

包括ケア病床は、2018年１月から10床

となり、現在まで96名が利用されてい

ます。

次号では、当院で積極的に活動しているレスパイト入院について、お話しします。

４月よりリハビリ部門よりの医学記事をご紹介いたします。
今月は…地域包括ケア病床についてです !!

　

２
月
末
、
帯
広
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ

り
緊
急
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
内
容
は「
今

月
一
杯
で
突
然
Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
閉
鎖
す

る
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
入
り
ま
し
て
…
週
３
回
利
用

し
た
い
方
が
い
る
の
で
す
が
、
す
ず
ら
ん
さ

ん
の
空
き
は
あ
り
ま
す
か
？
」と
の
こ
と
で

し
た
。

　

Ｂ
氏（
80
代
・
男
性
）要
介
護
４
。
生
活
保

護
を
受
給
さ
れ
町
内
で
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
半
年
前
に
Ｃ
病
院
で
大
腸
カ

メ
ラ
の
検
査
を
受
け
た
際
に
腸
穿
孔
し
て
し

ま
い
緊
急
手
術
を
受
け
入
院
治
療
を
さ
れ
ま

し
た
。
入
院
中
に
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
食
欲
、
意
欲
の

低
下
が
見
ら
れ
、
要
介
護
状
態
と
な
り
12
月

末
に
退
院
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
な

が
ら
在
宅
生
活
を
過
ご
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

突
然
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
閉
鎖
の
お
話
し
は
、

退
院
後
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
さ
れ
た
こ
と

で
徐
々
に
食
欲
や
意
欲
を
取
り
戻
し
元
気
に

な
っ
て
き
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。
Ｂ
氏
が

困
ら
な
い
よ
う
に
と
３
月
か
ら
す
ぐ
に
す
ず

ら
ん
を
利
用
し
て
頂
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

音
更
町
は
別
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
今
年
８
月

に
閉
鎖
が
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
地

域
の
実
態
は
、
経
営
が
成
り
立
た
な
い
ほ
ど

の
介
護
報
酬
と
介
護
保
険
制
度
そ
の
も
の
に

問
題
が
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

利
用
者
さ
ん
、
ご
家
族
が
安
心
し
て
在
宅
生

活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
可
能
な
限
り
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
受
け
入
れ
と
介
護
保
険
改
悪
の
反

対
運
動
を
行
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
す
ず
ら
ん　

 

介
護
主
任　

村
上
あ
ゆ
み
】

　

卒
後
２
～
３
年
目
の
看
護
師
を
対
象
に
、

卒
後
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
先
輩
看
護
師
、

医
師
、
技
術
、
事
務
含
め
、
23
名
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
十
勝
勤
医
協
看
護
師
継
続
教
育
要

綱
に
基
づ
き
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
し

た
看
護
、
ま
た
療
養
先
が
変
わ
っ
て
も
同
じ

ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
他
事
業
所
と
連
携

し
た
看
護
の
実
践
に
つ
い
て
事
例
レ
ポ
ー
ト

を
ま
と
め
、
発
表
し
ま
し
た
。
研
修
対
象
の

看
護
師
か
ら
は
、「
そ
の
人
に
関
わ
り
の
あ
る

事
業
所
と
連
携
し
、
情
報
共
有
す
る
と
、

良
い
援
助
に
つ
な
が
る
」参
加
者
か

ら
は
、「
見
事
な
成
長
ぶ
り
が
感
じ
ら

れ
た
」「
様
々
な
病
状
、
ご
本
人
の
思

い
に
寄
り
添
い
ア
ポ
ロ
ー
チ
し
て
い

る
姿
が
頼
も
し
い
」等
、
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
研
修
対
象
の
看
護
師

だ
け
で
は
な
く
、
参
加
し
て
い
る
職

員
も
初
心
を
思
い
出
し
、
一
緒
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

【
看
護
部
教
育
委
員　

樋
口
い
づ
み
】

報
酬
改
悪
の
影
響
が
音
更
で
も
…

看
護
師
卒
後
２
～
３
年
目
卒
後
研
修
開
催

すずらんすずらん 看護課看護課
卒検卒検

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

リハビリ技師の部屋リハビリ技師の部屋 帯広病院作業療法士

吉野　和孝
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代

月 □ 年

生

時

延 □ 限

待

均

枚 □ 台

分

総

面 □ 合

社

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

生

き

生

き

生

き

生

き

広

場

広

場

☎☎
〇
一
五
五

〇
一
五
五--

二
一
二
一--

四
一
四
四

四
一
四
四

頭

の

体

操

【
ヒ
ン
ト
】

　

よ
き
出
会
い
を

【
答　
　

え
】

　

□
□
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。

【
宛　
　

先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　

品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

４
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
０
９
号

（
６
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
０
５
号
の
当
選
者
】

　

答
え
は「
和
顔
愛
語
」で
し

た
。

　

応
募
総
数
62
通
、
正
解
者

62
通
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、

次
の
10
人
の
方
が
当
選
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

加
藤　

幸
子　
　

真
田　

充

竹
内
れ
い
子　
　

中
島
里
良

西
岡
秀
樹　
　
　
（
帯
広
市
）

渥
美　

栄
子　

飛
田　

信
明

　
　
　
　
　
　
　
（
音
更
町
）

西
田　

幸
雄 

（
幕
別
町
）

三
宅　

捷
子 

（
池
田
町
）

我
妻　

宗
明 

（
本
別
町
）

　

次
の
□
の
中
に
二
字
熟
語
が
で
き
る
よ
う
に
漢
字
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
□
に
入
っ
た
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
る
と
答
え
に
な

り
ま
す
。

　

出
題
者
は
村
上
礼
二
郎
さ
ん
（
帯
広
市
）
で
す
。

鉄
南
友
の
会

音
更
東
友
の
会

音
更
南
友
の
会

　

１
月
８
日
、
午
前
11
時
か

ら
市
内
ホ
テ
ル
宮
崎
に
お
い

て
、
鉄
南
友
の
会
定
期
総
会

を
行
い
ま
し
た
。
開
会
に
あ

た
り
鉄
南
友
の
会
牧
野
会
長

の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
十
勝

勤
医
協
友
の
会
連
絡
会
村
上

副
会
長
、
播
磨
和
宏
市
議
会

議
員
、
佐
々
木
と
し
子
十
勝

事
務
局
長
の
み
な
さ
ん
か
ら

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
内
容
は
議
案
に
も
ど

づ
き
、
昨
年
の
事
業
報
告
や

決
算
報
告
、
そ
し
て
、
今
年

の
事
業
計
画
・
予
算
計
画
等

検
討
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
各
事
業
の
推
進
と

会
員
の
交
流
・
親
睦
を
深
め

よ
う
と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

美
味
し
い
昼
食
後
は
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

来
賓
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ

り
、
意
義
深
い
総
会
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
行
事
に
対

し
て
の
ご
意
見
や
、
会
員
の

み
な
さ
ん
の
参
加
を
心
か
ら

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 【
鉄
南
友
の
会　

牧
野
美
智
子
】

　

♪
♪
タ
ン
タ
ン
タ
ラ
ラ
ラ

タ
ン
タ
ン
タ
ン
♪
♪「
音
更

東
友
の
会
ク
ッ
キ
ン
グ
」の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

ま
ず
は
下
ご
し
ら
え
。
食

料
自
給
率
39
％
の
食
文
化
、

多
国
籍
企
業
に
よ
る
食
の
シ

ス
テ
ム
化
が
進
行
中
。
肉
は

薬
漬
け
、
遺
伝
子
組
み
換
え
、

種
子
法
廃
止
等
々
。
こ
ん
な

事
で「
食
の
自
由
・
安
心
」な

ど
夢
の
ま
た
夢
だ
ろ
う
。
五

輪
に
か
こ
つ
け
て
今
度
は「
お

も
て
な
し
」
だ
と
。
表
が
な

い
我
国
事
だ
、
裏
ば
か
り
を

訪
日
客
に
見
て
貰
え
ば
い
い
。

　

２
月
９
日（
金
）地
域
交
流

サ
ロ
ン「
香
蘭
」の
健
康
相
談

会
は
、
軟
骨
が
す
り
減
っ
て

起
こ
る
病
気「
変
形
性
膝
関

節
症
」に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
は
帯
広
病
院
の
渡
辺

景
子
総
師
長
と
池
田
大
輔
事

務
係
長
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

内
容
は
、

江
上
ト
ミ
さ
ん
が
生
き
て
い

れ
ば
、
怒
ら
れ
る
に
違
い
な

い
。

　

次
に
調
理
は「
火
加
減
」と

「
味
加
減
」が
大
事
だ
。
人
が

火
を
手
懐
け
て
40
万
年
。
そ

こ
に
Ｉ
・
Ｈ
が
加
わ
っ
た
。

人
Ｉ
・
Ｈ
と
は
、
全
く
別
物

で
あ
る
と
い
う
事
位
は
知
っ

て
お
い
た
方
が
い
い
。
て
な

訳
で
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

「
シ
ー
チ
キ
ン
の
炊
き
込
み

ご
飯
」、「
卵
豆
腐
」と「
フ
ラ

イ
ド
ポ
テ
ト
」。
芋
は
、「
オ

リ
ー
ブ
」「
ナ
タ
ネ
」「
ゴ
マ
」

の
各
油
で
揚
げ
て
み
た
。
油

の
温
度
は
１
６
０
度
。
菜
箸

を
い
れ
る
と
、
シ
ュ
ワ
シ
ュ

ワ
と
泡
が
出
る
そ
う
だ
が
よ

く
解
ら
な
か
っ
た
。

総
会
を
行
い
、
今
年
の

 

活
動
計
画
を
決
め
ま
し
た
！

東
音
更
友
の
会
で

 

ク
ッ
キ
ン
グ

な
ぜ
軟
骨
は
減
る
の
か
、

ど
う
し
て
痛
む
の
か

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
菅
原　

一
晴

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
〇
九
五

【
音
更
西
】
増
田　

浩
毅

 

〇
一
五
五

－

三
〇

－

八
八
六
〇

【
音
更
南
】
坂
本　

恵
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

六
二
六
三

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
岡
崎
節
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

四
四
三
二

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
吉
田　

清
治

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

八
六
一
〇

【
本　

別
】
加
藤　

孝
一

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

四
八
二
二

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
加
藤　

み
ち

 

二
三

－

六
三
一
八

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【　

栄　

】
及
川　

洋
子

 

〇
九
〇

－

五
二
二
二

－

三
八
三
二

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
野
坂　

潤
子

 

三
七

－

二
七
二
九

【
西　

南
】
麻
生　

恵
子

 

二
二

－

一
六
一
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石　

祐
一

 

三
三

－

一
四
四
三

【
白　

樺
】
高
宮　
　

裕

 

三
四

－

一
八
八
二

【
新　

緑
】
千
田　

濱
子

 

二
一

－

四
四
〇
八

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
川　

西
】
伊
沢
佐
恵
子

 

六
〇

－

二
五
〇
六

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三

　

健
康
な
体
に
健
康
な
精
神

が
宿
る
。
要
は
栄
養
バ
ラ
ン

ス
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。
蛋

白
質
中
心
食
材
を「
赤
」、
糖

質
中
心
を「
黄
」、
ビ
タ
ミ
ン
・

ミ
ネ
ラ
ル
等
を「
緑
」と
分
類
。

信
号
機
と
一
緒
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
大
切
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。
あ
と
は「
あ
ぶ
ら
」で

す
。
各
々
研
究
し
ま
し
ょ
う
。

　

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
と
言
い
な
が
ら
つ
く
っ

て
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
し
て
も
何
で
こ

ん
な
に
野
菜
が
高
い
の
か
。

環
境
変
化
の
影
響
か
な
？
増

川
さ
ん
、
福
田
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

 

【
音
更
東
友
の
会　

佐
藤
昇
】

①
ど
ん
な
病
気
か　

②
な
ぜ
起
こ
る
の
か　

③
診
断
法
と
治
療　

④
健
康
食
品　

⑤
膝
痛
の
予
防
は
正
し
い
歩

　

き
方
と
筋
ト
レ　

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
大
多
数
が
膝
の

痛
み
を
感
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
身
近
な
問
題
と
し
て
真

剣
に
聞
き
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら「
膝
の
注
射
は
ど
う
し

て
週
１
回
し
か
し
な
い
の

か
」、「
夜
中
に
寝
返
り
す
る

と
目
ま
い
が
す
る
」な
ど
の

質
問
が
出
さ
れ
、
内
科
・
整

形
・
耳
の
話
な
ど
丁
寧
に
答

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
、

コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
、
グ
ル
コ

サ
ミ
ン
な
ど
の
サ
プ
リ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
、「
高
価
な
も
の

か
ら
比
較
的
安
い
も
の
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
売
っ
て
い
る
が
、

否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が

粗
悪
品
も
あ
る
の
で
ご
注
意

を
」と
渡
辺
総
師
長
さ
ん
か

ら
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
20
名
の
参
加
で
、

「
筋
ト
レ
し
な
け
れ
ば
ね
」と

笑
顔
が
広
が
り
、
和
や
か
な

相
談
会
で
し
た
。

 

【
音
更
南
友
の
会　

坂
本
恵
子
】
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